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・ ユーロ圏の消費者物価の３月速報値は前年比＋1.4％と前月（同＋1.5％）から僅かに上昇率が鈍

化し、昨年12月以来の同＋1.4～1.5％での足踏みが継続。速報段階で入手可能な内訳は、コア物

価（前月：同＋1.0％→今月：同＋0.8％）の上昇率が鈍化、前年同月の裏もあり食料・アルコー

ル飲料・たばこ価格（同＋2.3％→同＋1.8％）の上昇率が鈍化した一方、原油価格の底打ち傾向

を背景にエネルギー価格（同＋3.6％→同＋5.3％）の上昇率が加速し、全体の計数を支えた。 

・ 既報の国別計数（ベルギーを除いて統一基準）は、スペイン（同＋1.1％→同＋1.3％）とベルギ

ー（同＋2.17％→同＋2.33％）で前月から上昇率が加速した一方、ドイツ（同＋1.7％→同＋

1.4％）、フランス（同＋1.3％→同＋1.1％）、ポルトガル（同＋0.9％→同＋0.8％）で上昇率

が鈍化し、イタリア（同＋1.1％）が前月と同じ上昇率にとどまった。 

・ この時期の物価統計は例年、イースター休暇時期のズレが撹乱要因となる。今年は休暇時期が例

年に比べて遅く、昨年が逆に早かったため、パッケージ旅行価格を中心に下振れした模様。来月

はその反動が予想される。コア物価の内訳は、エネルギーを除く工業製品（同＋0.4％→同＋

0.2％）、サービス（同＋1.4％→同＋1.1％）が何れも上昇率が鈍化。賃金上昇率の加速が物価

上昇につながる兆候は引き続き確認されない。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2018 2019 2018 2019
2Q 3Q 4Q 1Q 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

消費者物価 （前期比） 0.6 0.5 0.3 － 0.1 0.1 0.2 0.2 0.0 -0.3 0.0 0.2 －

（前年比） 1.7 2.1 1.9 1.4 2.2 2.1 2.1 2.3 1.9 1.5 1.4 1.5 1.4
コア消費者物価 （前年比） 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.0 1.0 1.2 0.9 0.9 1.1 1.0 0.8
食料/アルコール/たばこ（前年比） 2.6 2.5 2.0 2.0 2.5 2.4 2.6 2.2 1.9 1.8 1.8 2.3 1.8

食料 （前年比） 2.1 2.0 1.4 － 2.0 1.9 2.1 1.6 1.3 1.2 1.3 1.8 －
アルコール （前年比） 2.2 2.5 2.5 － 2.4 2.5 2.6 2.6 2.7 2.2 1.9 2.0 －
たばこ （前年比） 6.0 5.8 5.4 － 5.9 5.7 5.7 5.7 5.4 5.0 5.0 5.3 －

エネルギー （前年比） 5.6 9.5 8.4 3.8 9.5 9.3 9.6 10.8 9.1 5.5 2.7 3.6 5.3

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


